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（1）

を
温
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
近
所
や
地
域
の

方
々
同
士
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん

の
で
き
る
こ
と
に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
参

加
し
て
下
さ
い
。
準
備
す
る
人
も
、
祭
り
に

参
加
す
る
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
か
っ
た

と
思
う
祭
り
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
近
年
、
自
治
会
で
は
、
武
蔵
台
の
良
さ
を

地
域
の
内
外
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
広

報
活
動
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
子
育
て
世

代
の
若
い
方
々
に
、
子
供
さ
ん
を
育
て
る
の

に
素
晴
ら
し
い
環
境
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
お
年
寄

り
が
気
軽
に
外
に
出
て
い
く
手
伝
い
を
す
る

移
送
サ
ー
ビ
ス
活
動
や
、
児
童
の
通
学
環
境

の
安
全
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を

知
っ
て
頂
き
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で

「
い
き
い
き
と
生
き
続
け
る
街
づ
く
り
」
の

大
イ
ベ
ン
ト
「
武
蔵
台
夏
祭
り
」
に
加
わ
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
６
月
早
々
に
迎
え
た
梅
雨
も
そ
ろ
そ
ろ
明

け
る
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
い
夏
、

そ
こ
に
は
大
イ
ベ
ン
ト
「
夏
祭
り
」
が
待
っ

て
い
ま
す
。
武
蔵
台
の
よ
う
な
新
し
く
造
ら

れ
た
郊
外
住
宅
地
で
は
、
神
社
が
あ
る
わ
け

で
も
な
く
、
祭
り
は
「
街
が
い
き
い
き
と
生

き
続
け
る
」
た
め
に
欠
か
せ
な
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
祭
り
は

街
づ
く
り
そ
の
も
の
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
早
く
か
ら
の
準
備
。
関
係
機
関
へ
の
諸
申

請
や
届
け
出
。
地
域
の
多
く
の
方
々
へ
協
力

を
お
願
い
。
そ
し
て
、
暑
い
中
で
の
手
作
り

の
会
場
設
営
、
祭
り
本
番
。
楽
し
ん
だ
宴
の

後
片
付
け
等
々
。
祭
り
に
は
い
く
つ
も
の
活

動
が
あ
り
ま
す
。や
る
の
は
大
変
、で
も
や
っ

て
み
て
そ
の
大
変
さ
が
楽
し
さ
や
充
実
感
と

し
て
、
か
ら
だ
に
残
る
と
感
じ
る
方
も
多
く

い
ま
す
。

　
祭
り
で
は
、
多
く
の
方
が
故
郷
と
し
て
武

蔵
台
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
の
旧
交

夏
祭
り
に
向
か
っ
て
考
え
る
こ
と

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
会
長
　
　
柳
　
沢
　
弘
　
二

皆
さ
ん
の
元
気
、
活
力
が

武
蔵
台
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
支
え
て
い
き
ま
す
！

　
年
齢
を
重
ね
る
た
び
に
車
の
使
用
に
つ

い
て
日
々
考
え
、
悩
ん
で
い
る
方
も
全
国

的
に
多
い
よ
う
で
す
。
車
の
使
用
の
自
由

さ
。
反
し
て
高
齢
者
が
加
害
者
に
な
る
自

動
車
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
こ
と
も
多

く
な
り
、
今
後
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
家

族
の
中
で
も
話
が
出
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
車
の
無
い
武
蔵
台
の
生
活

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　
日
高
市
で
は
運
転
免
許
証
を
年
齢
に

関
係
な
く
自
主
返
納
し
、
返
納
証
明
書
を

提
出
す
る
と
７
３
０
０
円
の
補
助
金
を
一

度
受
け
取
れ
ま
す
。

２　
市
内
に
在
住
の
75
歳
以
上
で
自
動
車

に
よ
る
自
力
で
の
移
動
が
困
難
な
方
で
市

の
交
通
政
策
課
に
補
助
申
請
を
す
る
と
３

つ
の
選
択
肢
か
ら
１
つ
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
年
に
一
人
７
３
０
０
円
で
す
。

①
バ
ス
回
数
券
購
入
の
７
３
０
０
円
分
補

助
②
国
際
興
業
バ
ス
65
歳
以
上
の
方　
専
用

定
期
購
入
補
助
年
７
３
０
０
円

　
半
年
定
期
が
販
売
（
４
月
１
日
～
、
10

付
（
一
度
の
乗
車
で
一
枚
利
用
）。

　
　
補
助
金
申
請
の
細
か
い
情
報
は
市
役

所
、
公
民
館
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
車
を
や
め
る
と
ガ
ソ
リ
ン
代
だ
け
で
な

く
車
の
税
金
、
保
険
、
車
検
、
点
検
な
ど

消
耗
品
費
用
も
無
く
な
り
ま
す
。
金
額
で

言
う
と
排
気
量
の
差
は
あ
り
ま
す
が
年
間

維
持
費
は
20
万
円
く
ら
い
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
何
よ
り
加
害
者
に
な
る
心
配

が
無
く
な
り
ま
す
。
病
院
の
送
迎
バ
ス
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
区
は
高
麗
駅
、
バ
ス

停
も
あ
り
ま
す
。
寛
ぐ
こ
と
も
で
き
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
マ

ミ
ー
マ
ー
ト
は
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

家
か
ら
バ
ス
停
ま
で
お
り
づ
る
号
で
片
道

50
円
。
付
き
添
い
が
ほ
し
い
外
出
は
お
助

け
隊
の
「
付
き
添
い
送
迎
」
が
あ
り
予
約

も
で
き
ま
す
。

　
自
治
会
や
福
祉
ネ
ッ
ト
主
催
の
旅
行
も

あ
り
ま
す
。
ツ
ア
ー
を
利
用
し
て
出
か
け

る
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
疲
れ
る
ま
で
遊
ん

だ
り
で
き
ま
す
。
家
族
が
車
で
里
帰
り
し

て
も
駐
車
場
の
心
配
も
減
り
ま
す
。普
段
、

空
い
た
駐
車
場
は
趣
味
の
作
業
場
や
作
品

お
出
か
け
支
援

補
助
金
の
情
報
で
す

な
ど
の
展
示
ス
ペ
ー

ス
に
す
る
の
も
素
敵

で
す
。
こ
の
機
会
に

新
し
い
生
活
の
場
を

広
げ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？（渡

部
）

お得な月
１
日
～
。
国
際
興
業

バ
ス
全
路
線
乗
り
放

題
）
購
入
確
認
後
補
助

金
が
も
ら
え
ま
す
。

③
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

７
３
０
円
券
×
10
枚

は
申
請
後
自
宅
に
送
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5
月
19
日
（
土
）　

午
後
7
時
～
9
時

　
　
自
治
会
館
２
F
会
議
室

【
審
議
事
項
】

（
１
）
移
送
サ
ー
ビ
ス
活
動
変
更
に
つ
い
て

活
動
実
績
及
び
市
の
理
解
に
基
づ
き
活
動

を
一
部
変
更
す
る

１
利
用
者
負
担
金（
特
定
費
用
）を
定
額
50
円

（
１
回
の
乗
降
当
り
）と
し
乗
降
時
に
受
領

２
移
送
サ
ー
ビ
ス
活
動
支
援
者
を
公
募
す
る

３
移
送
サ
ー
ビ
ス
活
動
支
援
者
へ
の
謝
礼

４
順
次
実
施　
30
年
10
月
ま
で
に
完
全
移
行

（
２
）
夏
祭
り
企
画
（
案
）
に
つ
い
て

１
祭
り
準
備
日
程
表

２
企
画
委
員
会
、実
行
委
員
会
、他
メ
ン
バ
ー

一
覧
案
に
つ
い
て

【
連
絡
事
項
】

（
１
）
今
年
度
区
長
要
望
提
出
に
つ
い
て

５
月
末
ま
で
に
３
件
の
要
望
を
市
に
提
出

①
街
路
樹
の
更
新
（
前
年
の
継
続
案
件
）

②
郵
便
局
前
の
歩
道
の
安
全
化
改
修　

③
会
館
前
及
び
駐
車
場
前
の
歩
道
改
修

④
中
央
通
り
桜
通
り
交
差
点
の
安
全
対
策

（
２
）
環
境
衛
生
部
よ
り

・
家
庭
剪
定
枝
の
運
搬
協
力
に
つ
い
て

・
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
の
有
効
活
用
促
進
活
動

【
報
告
事
項
】

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　
平
成
30
年
度
（
5
月
）

　
第
2
回
定
例
役
員
会
報
告

6
月
16
日
（
土
）　

午
後
7
時
～
9
時

　
　
自
治
会
館
２
F
会
議
室

【
審
議
事
項
】

（
１
）
会
館
勤
務
役
員
の
手
当
て
改
定
の
提
案

１
昨
年
度
、
長
年
低
い
と
さ
れ
て
き
た
女

性
事
務
会
館
勤
務
者
の
手
当
て
改
定

(

４
０
０
０
／
日)

時
に
、
会
館
勤
務
役

員
の
見
直
し
は
次
年
度
検
討
と
な
っ
て

い
た
件
の
審
議
。
結
果
、
役
員
の
会
館
勤

務
は
拘
束
さ
れ
て
い
る
が
、
女
性
事
務
員

の
手
当
て
と
は
同
一
に
考
え
る
べ
き
で

な
く
、
本
年
も
昨
年
と
同
一
と
す
る
。

　
平
成
30
年
度
（
6
月
）

　
第
3
回
定
例
役
員
会
報
告

（
１
）
地
区
長
か
ら
の
報
告

（
２
）
副
会
長
・
事
務
局
か
ら
の
報
告

（
３
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

（
４
）
会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告

①
区
長
要
望
に
関
す
る
事
前
調
整

②
会
長
・
区
長
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５
月
26
日
（
土
）
夏
祭
り
拡
大
企
画

　
　
　
　
　
　
　
委
員
会

６
月
２
日
（
土
）
青
少
年
健
全
育
成
の
会�

　
　
　
　
　
　
　
定
期
総
会

６
月
12
日
（
火
）
市
関
係
部
門
と
打
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
（
区
長
要
望
等
）

６
月
16
日
（
土
）
定
例
役
員
会

（
５
）
そ
の
他

会
館
内
椅
子
・
机
の
片
付
け
に
つ
い
て�

【
連
絡
事
項
】

（
１
）
平
成
30
年
度
区
長
要
望
の
件

３
件
の
区
長
要
望
と
１
件
の
緊
急
要
望
を

市
に
提
出

①
街
路
樹
植
栽
（
前
年
の
継
続
案
件
）

②
会
館
前
の
歩
道
改
修　

③
東
西
通
り
学
童
安
全
対
策

緊
急
要
望　
郵
便
局
前
の
歩
道
の
安
全
化

改
修

（
２
）
防
災
訓
練
の
説
明
会
（
７
月
14
、15
日
）

（
３
）
夏
祭
り
準
備
状
況

【
報
告
事
項
】

（
１
）
地
区
長
か
ら
の
報
告

・
班
編
成
に
つ
い
て

（
２
）
副
会
長
・
事
務
局
か
ら
の
報
告

（
３
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

（
４
）
会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告

①
区
長
要
望
の
市
と
事
前
打
合
せ

②
会
長
・
区
長
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
６
月
28
日
（
木
）
社
協
―
福
祉
委
員
会
議

・
６
月
16
日
、
７
月
７
日
（
土
）
台
中
30
周

年
実
行
委
員
会

・
７
月
９
日
（
月
）区
長
要
望
書（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

・
７
月
28
日
（
土
）高
麗
区
長
会

　
５
月
20
日
（
日
）
９
時
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
広
場
で
、
恒
例
の
「
ふ
れ
あ

い
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
作
っ
た
手
作
り
品
や
無

農
薬
野
菜
が
並
び
、
市
内
の
パ
ン
屋
さ
ん
、

花
屋
さ
ん
、お
惣
菜
屋
さ
ん
等
も
店
を
出
し
、

小
さ
な
市
場
の
よ
う
に
沢
山
の
買
い
物
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
い
つ
も
参
加
し
て
い
る
方

に
よ
る
と
「
良
い
物
を
買
お
う
と
思
っ
た
ら

早
め
の
時
間
に
来
る
べ
き
」
と
の
こ
と
。
朝

９
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
内
の
各
店
舗
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
セ
ー

ル
を
協
賛
し
て
い
ま
す
。�（
１
丁
目
Ⅰ
・
Ⅰ
）

毎
月
第
３
日
曜
日
は

「
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
」

　
今
年
は
桜
の
花
を
咲
き
始
め
か
ら
舞
い
散

る
こ
ろ
ま
で
、
毎
日
遊
び
に
来
た
孫
た
ち
と

お
弁
当
を
持
っ
て
あ
ち
こ
ち
出
か
け
、
心
行

く
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
年
々
大
き
く
成
長
し
て
い
く
孫
た
ち
に
驚

か
さ
れ
る
、
あ
っ
と
い
う
間
の
十
年
。
気
持

ち
は
ま
だ
ま
だ
若
い
が
気
が
付
け
ば
私
も
高

リ
レ
ー
随
想�

自
然
。
出
会
い
。

齢
者
！
自
然
に
恵
ま
れ
た
武
蔵
台
。
ご
縁
の

あ
っ
た
先
輩
方
。
思
い
や
り
の
あ
る
穏
や
か

な
物
腰
。
朗
ら
か
で
前
向
き
。
柔
軟
だ
が
芯

が
あ
る
。
長
い
人
生
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
き
た
方
た
ち
。
私
も
精
神
的
に
ま

だ
ま
だ
成
長
し
て
い
き
た
い
。�

（
ｋ
・
ｋ
）
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。
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８
月
26
日（
日
）午
前
８
時

　
武
蔵
台
地
区
は
岩
盤
の
上
に
あ
り
、
地
震

に
強
い
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
災
害
は

発
生
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す「
想

定
外
」
ま
さ
し
く
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災

が
代
表
的
な
例
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

武
蔵
台
地
区
内
で
想
定
さ
れ
ま
す
災
害

は
、「
地
震
」と「
土
砂
災
害
」。
地
震
は
突

然
や
っ
て
き
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
自
主
防

災
組
織
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
武
蔵
台
区

自
主
防
災
組
織
規
程
を
10
年
ぶ
り
に
改
定

（
案
）
と
、
初
め
て
の
防
災
計
画
（
案
）
を

作
成
し
、
定
例
役
員
会
に
提
案
し
、
承
認
さ

れ
、
平
成
30
年
３
月
１
日
よ
り
施
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
従
来
は
震
度
５
強
の
地
震
で
災
害
対
策
本

　
今
年
は
８
月
26
日
（
日
）
防
災
行
政
無
線

が
流
れ
、
午
前
８
時
に
震
度
６
弱
の
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
に
基
づ
き
訓
練
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
昨
年
と
同
様
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

（
身
を
守
る
）
訓
練
と
安
否
確
認
訓
練
で
す
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
応
急
救
護
訓
練
等
は
ご
ざ

防
災
訓
練
の　
　
　

お
知
ら
せ

可
欠
で
す
。
今
年
度
も
猛
暑
厳
し
い
中
で
の

活
動
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ご
支
援
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

（
安
全
対
策
部
長　
水
谷
悦
夫
）

ま
す
。
非
常
時
の
連
絡
方
法
、
集
合
場
所
等

を
家
庭
で
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
非
常
時
に
備
え
て
各
ご
家
庭
で
非
常
食
を

最
低
３
日
分
（
飲
料
水
を
含
む
）
確
保
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ふ
ろ
水
の
汲
み
置
き

（
防
火
用
水
・
生
活
用
水
に
活
用
で
き
ま
す
）

及
び
家
具
の
転
倒
防
止
等
の
設
置
を
行
い
ま

し
ょ
う
。「
備
え
あ
れ
ば
、憂
い
な
し
」で
す
。

そ
し
て
大
地
震
が
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

地
震
な
ど
震
災
の
備
え
を

自
治
会
副
会
長
（
消
防
署
Ｏ
Ｂ
）

田
中
三
千
年

い
ま
せ
ん
。
訓
練
参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
日
高
市
ア
リ
ー
ナ
会
場
の
応
急
救
護
訓
練

等
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
へ
の
連

絡
方
法
と
し
て
は
、
８
月
１
日
付
の
回
覧
と

班
長
さ
ん
に
は
武
蔵
台
公
民
館
で
２
日
間
説

明
会
（
７
月
14
日
土
曜
日
、
15
日
日
曜
日
）

を
実
施
致
し
ま
す
。
昨
年
度
の
訓
練
活
動
で

は
住
民
の
皆
様
、
班
長
さ
ん
に
は
大
変
ご
足

労
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、
予
想
外
に
住

民
か
ら
の
「
安
否
確
認
」
パ
ー
セ
ン
ト
が
低

い
状
況
で
し
た
。
説
明
会
に
て
こ
の
点
に
つ

い
て
も
詳
細
を
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
是
非
と
も
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で
す
。
防
災
訓
練
は

皆
様
の
「
心
と
身
」
の
参
加
と
ご
協
力
が
不

部
を
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
改

定
し
た
こ
と
に
よ
り
震
度
６
弱
の

地
震
が
発
生
し
ま
す
と
、
自
動
的

に
自
治
会
館
に
災
害
対
策
本
部
を

開
設
し
ま
す
（
埼
玉
県
・
日
高
市

も
同
じ
）。
こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、

自
主
防
災
組
織
委
員
会
で
は
平
成

30
年
度
の
班
長
さ
ん
（
１
５
１

名
）
に
組
織
図
を
、
班
長
さ
ん
の

引
継
ぎ
資
料
と
し
て
渡
し
て
あ
り

飲料水の備えも大事です。毎日最低4
ℓの水を準備しておきましょう。こ
れで4ℓです。

第
２
回
武
蔵
台
サ
ロ
ン

特
殊
詐
欺
の
傾
向
と
手
口
に
つ
い
て

　
６
月
13
日
武
蔵
台
サ
ロ
ン
で
は
飯
能
警
察

生
活
安
全
課
の
方
に
振
込
め
詐
欺
等
の
最
近

の
傾
向
と
手
口
に
つ
い
て
具
体
的
な
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
飯
能
日
高
地
区
で

は
、
昨
年
度
21
件
、
約
１
９
０
０
万
円
の
特

殊
詐
欺
被
害
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
電
話
で

は
息
子
を
名
乗
る
男
性
の
声
で
（
息
子
の
声

に
似
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
う
）
母
親
は
息

子
に
甘
い
と
い
う
傾
向
を
利
用
さ
れ
ま
す
。

遠
方
に
い
る
息
子
さ
ん
と
は
時
々
電
話
で

連
絡
を
取
り
、
声
を
聞
き
間
違
え
な
い
よ
う

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
役
所
ら
し
い

名
を
騙
り
、
ハ
ガ
キ
で
金
銭
を
振
込
ま
せ
よ

う
と
し
ま
す
。「
何
か
し
ら
？
」「
よ
く
わ
か

ら
な
い
？
」
と
思
っ
た
ら
お
金
を
振
込
む
前

に
、
渡
す
前
に
す
ぐ
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
電
話
は
常
に
留
守
電
に
し
て
知

ら
な
い
番
号
に
は
出
な
い
こ
と
で
す
。
身
近

な
テ
ー
マ
で
参
加
者
も
多
く
皆
さ
ん
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な

時
間
で
し
た
。�
（
文
化
厚
生
部
）

防犯

　
５
月
20
日
（
日
）、
武
蔵
台
・
横
手
台
地

区
体
育
協
会
の
旗
が
た
な
び
く
中
、
横
手
台

グ
ラ
ン
ド
に
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
快
晴
で

気
温
は
20
℃
、
少
し
風
が
あ
り
ま
し
た
が
絶

好
の
運
動
日
和
に
な
り
ま
し
た
。
試
合
は
前

半
30
分
、
後
半
30
分
で
１
番
か
ら
６
番
と
１

番
か
ら
８
番
の
２
つ
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旗
の
下
に
木
製
で
出
来
た

ボ
ー
ル
を
少
な
い
打
数
で
競
う
競
技
で
す
。

今
回
は
サ
ッ
カ
ー
の
子
供
た
ち
と
そ
の
保
護

者
、
年
配
者
が
３
～
４
人
の
混
合
チ
ー
ム
に

別
れ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
土
や
草
地
の
部
分

が
混
在
し
て
い
る
た
め
打
っ
た
ボ
ー
ル
は
大

き
く
横
に
反
れ
た
り
、
大
分
手
前
で
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
り
と
熱
戦
で
し
た
。
試
合
は
午

前
11
時
頃
に
終
了
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
や

上
位
の
選
手
に
賞
品
が
送
ら
れ
終
了
、
関
係

者
を
含
め
参
加
者
は
約
80
名
ほ
ど
で
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
開
催
の
関
係
者
の
方
々
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。�

（
Ｓ
）

熱
戦
展
開

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

防災特
集
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８
月
４
日
、土
曜
日
は
、「
こ
ま
武
蔵
台
夏

祭
り
」で
す
。中
の
田
公
園
は
、夕
方
か
ら
始

ま
る
お
祭
り
の
メ
イ
ン
会
場
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
達
を
わ
く
わ
く
さ

せ
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
と
子
供
た
ち
を
見
守
る
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
楽
し
め
る
青
空
祭
り
市

や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
第
２
祭
り
会
場
。
そ

し
て
、武
蔵
台
公
民
館
の
駐
車
場
は
、山
車
屋

台
の
お
囃
子
演
奏
を
行
う
第
３
祭
り
会
場
。

　
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
そ
し
て
広
い

武
蔵
台
地
域
の
隅
々
ま
で
祭
り
を
届
け
る
こ

と
を
目
指
し
た
企
画
に
し
ま
し
た
。
公
民
館

子どもからお年寄りまで
楽しめるみんなの夏祭り！

1 丁目から 7 丁目 

　
武
蔵
台
夏
祭
り
に
「
お
り
づ
る
号
」
に
乗
っ

て
お
祭
り
会
場
へ
行
き
ま
せ
ん
か
？
１
年
に
１

度
の
夏
祭
り
。
み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
武
蔵
台

の
思
い
出
や
近
況
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？
昨

年
よ
り
武
蔵
台
の
夏
祭
り
は
大
き
く
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。
午
前
中
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
走
り
、
い
く
つ
も
の
お

店
が
で
ま
す
。
座
っ
て
寛
げ
る
ベ
ン
チ
も
増
え

ま
し
た
。
本
会
場
に
も
座
っ
て
観
覧
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
も
増
え
、
武
蔵
台
の
に
ぎ
や
か
な
夏
の

１
日
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
武
蔵
台
は

急
な
坂
道
と
年
齢
的
な
こ
と
か
ら
歩
い
て
夏
祭

り
会
場
へ
行
く
の
は
つ
ら
い
と
い
う
方
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
声
に
応
え
、
今
年
は
移

送
サ
ー
ビ
ス
車
を
運
行
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は

後
日
回
覧
板
・
掲
示
板
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
安
心
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。（
渡
部
）

会場まで
送迎
お
り
づ
る
号
に

乗
っ
て

第２会場 ショッピングセンター

本会場 中の田公園

を
出
発
地
と
す
る
こ
ど
も
山
車
は
武
蔵
台
内

を
巡
行
し
、
メ
イ
ン
会
場
に
入
場
。
山
車
の

お
囃
子
演
奏
に
合
わ
せ
た
子
供
た
ち
の
踊
り

で
メ
イ
ン
会
場
の
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　
準
備
す
る
人
、
祭
り
を
動
か
す
人
、
祭
り

会
場
に
来
て
、
食
べ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
祭
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
皆
で
祭
り
を
作
り
、
皆
で
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会　
会
長　
柳
沢
弘
二

　今年の夏祭りは公民館からお囃子の太鼓の音で始まります。囃子の音
が聞こえてきたころ、第２会場のショッピングセンターではミニＳＬが
発車してマルシェが開店します。多くのお店を呼び子どもから大人まで
賑やかに開催したいと思います。ぜひお店への参加もお持ちしています。
　山車が第２会場に到着して少しするとミニＳＬやマルシェは終わりに
なり第１会場のお祭りが始まり出店が開店、イベントが行われ、ダンス
などの公演が始まります。日が暮れ辺りが暗くなると提灯に明かりが灯
ります。今年武蔵台の看板となるものが新たに加わろうと準備に入って
います。ぜひお楽しみに！！そして祭りといえばお囃子そして盆踊りをみ
んなで満喫しましょう。

【第39回夏祭り】８月４日（土）
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囃
子
連
か
ら
の
お
知
ら
せ

夏
祭
り
に
思
い
を
寄
せ
て

　
武
蔵
台
を
囲
む
山
々
に
も
ニ
イ
ニ
イ
蝉
の

声
が
響
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
囃

子
連
へ
厚
い
ご
支
援
ご
協
力
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
も
楽
し
い
夏
祭
り
が
近
づ

い
て
参
り
ま
し
た
。
囃
子
連
の
子
ど
も
た
ち

も
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
山
車
の
綱
を
引
き

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
団
地
一
丸
と
な
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
横
手
台
の
方
、
帰

省
さ
れ
た
孫
親
子
３
代
で
参
加
し
て
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
祭
囃
子
の
笛
・
太
鼓
・
鉦
や
盆

踊
り
の
音
色
や
た
こ
焼
き
、
焼
き
そ
ば
の
匂

い
、
冷
た
い
か
き
氷
が
よ
り
一
層
の
思
い
出

を
作
り
ま
す
。
こ
こ
で
武
蔵
台
自
慢
の
武
蔵

台
囃
子
連
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
私
た
ち
の
山

車
は
15
年
前
自
治
会
役
員
有
志
が
手
作
り
で

製
作
し
た
も
の
で
す
。
武
蔵
台
囃
子
連
は
17

年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
会
長
の
石
森
を

は
じ
め
大
人
子
ど
も
合
わ
せ
て
30
余
名
が
所

属
し
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
３

月
１
日
に
谷
ヶ
﨑
日
高
市
長
よ
り
伝
統
芸
能

継
承
が
認
め
ら
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今

年
は
太
鼓
の
張
替
え
と
山
車
の
車
輪
の
補
修

も
行
い
囃
子
連
一
同
張
切
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

武
蔵
台
囃
子
連
会
長

石
森
範
夫

　

今
年
も
夏
祭
り
の
準
備
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
例
年
の
６
曲
（
炭
坑
節
・
東
京
音
頭
・

日
高
小
唄
な
ど
）
に
加
え
、
今
年
の
新
曲
は

川
口
小
唄
（
埼
玉
）
で
す
。
年
に
一
度
遠
く

の
家
族
や
ご
先
祖
様
が
帰
っ
て
く
る
お
盆
で

す
。
み
ん
な
で
思
い
き
り
楽
し
ん
で
踊
り
ま

し
ょ
う
。
前
も
っ
て
練
習
し
て
お
け
ば
よ
り

楽
し
く
踊
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
番
に

参
加
で
き
な
い
方
で
も
盆
踊
り
に
参
加
で
き

な
い
方
で
も
、
盆
踊
り
の
好
き
な
人
は
こ
の

機
会
に
存
分
に
踊
っ
て
楽
し
い
汗
を
流
し
ま

し
ょ
う
。
中
高
生
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

各
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

盆踊りの
練習会について
ハナミズキの会

第１回　７月13日（金）
第２回　７月20日（金）
第３回　７月28日（土）
場　所　武蔵台公民館 集会室

【
連
絡
事
項
】

（
１
）
平
成
30
年
度
区
長
要
望
の
件

３
件
の
区
長
要
望
と
１
件
の
緊
急
要
望
を

市
に
提
出

①
街
路
樹
植
栽
（
前
年
の
継
続
案
件
）

②
会
館
前
の
歩
道
改
修

③
東
西
通
り
学
童
安
全
対
策

緊
急
要
望

郵
便
局
前
の
歩
道
の
安
全
化

改
修

（
２
）
防
災
訓
練
の
説
明
会
（
７
月
14
、15
日
）

（
３
）
夏
祭
り
準
備
状
況

【
報
告
事
項
】

（
１
）
地
区
長
か
ら
の
報
告

・
班
編
成
に
つ
い
て

（
２
）
副
会
長
・
事
務
局
か
ら
の
報
告

（
３
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

（
４
）
会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告

①
区
長
要
望
の
市
と
事
前
打
合
せ

②
会
長
・
区
長
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
６
月
28
日
（
木
）
社
協
―
福
祉
委
員
会
議

・
６
月
16
日
、
７
月
７
日
（
土
）
台
中
30
周

年
実
行
委
員
会

・
７
月
９
日
（
月
）区
長
要
望
書（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

・
７
月
28
日
（
土
）高
麗
区
長
会

　
武
蔵
台
の
山
車
は
十
年
以
上
前
に
有
志
の

方
に
よ
り
作
ら
れ
ま
し
た
。
本
来
山
車
は
宮

大
工
に
よ
り
作
ら
れ
、
費
用
は
数
千
万
円
か

か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
当
時
も
今
も
そ
の
よ

う
な
予
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
時
は

廃
車
の
軽
自
動
車
を
購
入
し
、
車
軸
の
部
分

を
取
り
外
し
、
非
常
に
少
な
い
資
金
で
作
製

い
た
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
毎
年
お
祭

り
を
盛
上
げ
る
山
車
を
町
内
で
曳
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。

さ
て
来
月
は
、
い
よ
い
よ
武
蔵
台
夏
祭
り

山
車
の
ひ
き
て
募
集

で
す
。
今
年
も
武
蔵
台
手
作
り
の
山
車
が
町

内
を
巡
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
た
く
さ
ん
の

老
若
男
女
の
方
に
山
車
を
曳
い
て
頂
き
お
祭

り
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
手

作
り
の
山
車
で
す
の
で
、
山
車
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
苦
労
の
名
残
り
が
あ
り
ま
す
。
当
時

の
方
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
囃

子
を
聞
き
な
が
ら
、
お
祭
り
を
堪
能
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
車
の
巡
行
ス
タ
ー
ト
は
公
民
館
で
す
。

十
四
時
頃
ま
で
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。
履
物

で
す
が
サ
ン
ダ
ル
は
危
険
で
す
の
で
お
や
め

下
さ
い
。

（
原
島
）

第３会場 武蔵台公民館
駐車場　　　
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広
報
誌
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
大
変
勉
強

に
な
る
号
と
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
の
技
と
経

験
則
の
凄
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
号
は
よ
り
楽
し
く
作
り
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。

�

広
報
部
長　
渡
部
優
子

編
　
集
　
後
　
記

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

車両検修場と武蔵台の絆と未来にむけて
西武鉄道車両検修場　白井　進

谷
口
　
照
子
（
90
歳
）
一
─
十
五
─
八

ご
逝
去
日
　
四
月
二
十
六
日

辻
野
　
ス
イ
子
（
98
歳
）
五
─
七
─
三

ご
逝
去
日
　
五
月
二
十
日
　

橋
口
　
秋
子
（
100
歳
）
二
─
八
─
二

ご
逝
去
日
　
五
月
二
十
一
日

　ラジオ体操は毎朝７時、武蔵台ショッ
ピングセンター広場で行っています。今

　私ども『武蔵丘車両検修場』は、前身の所沢車
両工場が2000年６月に、ここ日高市台の地に移転
し今年で18年が経過します。これまで、武蔵台自
治会の皆様には暖かく見守って頂き、私どもの『地
域社会との共存』という理念に多大なるご尽力を
頂戴しております。

本当にありがとうございます。
　さて私どもは前述したとおり『地域社会との共
存』という理念の基、行動して参りました。その
結果電車フェスタ、ジュニアサマースクール、清
掃活動等を通じて地域の皆様と強い絆を築いてこ
られたと考えております。これからも今まで同様、

　特に、2002年から毎年開催し
ている『西武・電車フェスタ』で
は、お囃子連の皆様にイベントス
テージをその軽快な音楽で盛り上
げ、来場のお客様に楽しんでもら
うことに一役買って頂いています。

10年、20年、そして50年と引き
続き共存をしていければと従業員
一同思っております。私たち西武
鉄道と皆様の明るい未来の創造を
目指し、今後も共に地域の発展に
尽くしていきましょう。

●西武・電車フェスタ2018
　６月２日（土）、西武鉄道(株)武蔵丘車両検修場に
おいて「西武・電車フェスタ2018in武蔵丘車両検修
場」が開催されました。
　イベントには臨時電車や飯能駅南口～検修場間で
直通無料送迎バスを運行し、電車で高麗駅までお越
しいただき会場へ来場されたお客さま先着5,000名
にオリジナルグッズをプレゼントしました。子供連
れの家族や鉄道マニアが沢山来場し約11,000人の来
場がありました。
　建屋内中央に位置する物販スペースは多くのお客

さまで賑わい、ステージでは毎年恒例の「立川真司
ものまねライブ」やクラシックデュオ「スギテツ」
ミニライブ、ブラスバンドの演奏（飯能市立加治中
学校）、お囃子（こま武蔵台囃子連）をはじめ様々な
イベントが行われました。
　今年は「近江鉄道100形カラーリングの101系電
車」が展示、多くの人が写真撮影をされていました。
　実演・体験イベント、一般イベント等の各イベン
トコーナーは長蛇の列で、大盛況の中、15時30分に
終了しました。

【夏休みラジオ体操】

●参加した武蔵台囃子連から一言
　会場が一番賑わう10時半、｢武蔵台囃子連｣による
お囃子のステージイベントが行われました。普段は
電車を修繕するために移動させるトラバーザーとい
う巨大な装置が動いているところがステージ、こん

なところでのお囃子は珍しいもの。場内に響く軽や
かなリズムは、風に乗って団地内にも届いています。
毎年期待される方も多く、団地内の方々も皆様熱心
に見ていらっしゃいました。� (H・K)

年も出席カードを用意し
ました。シールをはって
ご家族揃って元気に楽し
く過ごしましょう。最後
の日には参加賞を用意し
ています。


